


一
、
伝
記
関
係
資
料

﹇
浄
土
宗
系
﹈

●
釋
勤
息
『
武
州
荏
原
郡
目
黒
墅
明
顕
山
善
久
院
祐
天
寺
開
山
前
増

上
大
僧
正
明
蓮
社
顕
誉
上
人
愚
心
大
和
尚
傳
畧
記
』
享
保
五
年

（
祐
天
寺
蔵
）

●『
同
右
写
本
』
享
保
五
年
以
降
（
祐
天
寺
蔵
）

●
釋
霖
霓
『
祐
天
大
僧
正
實
録
』
完
（
下
書
本
）、
享
保
六
年
（
祐
天

寺
蔵
）

●
釋
霖
霓
『
同
右
』
附
（
下
書
本
）、
享
保
六
年
（
祐
天
寺
蔵
）

●
釋
霖
霓
『
同
右
』
完
（
清
書
本
）、
享
保
六
年
（
祐
天
寺
蔵
）

●
釋
霖
霓
『
同
右
』
附
（
清
書
本
）、
享
保
六
年
（
祐
天
寺
蔵
）

●
顕
阿
・
祐
海
ら
『
鎌
倉
光
明
寺
檀
通
上
人
御
腹
内
書
附
』
享
保
八

年
（
文
久
二
年
写
、
祐
天
寺
蔵
）

●
恵
頓
「
祐
天
大
僧
正
傳
」、『
泉
谷
瓦
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縁
山
志
』（『
浄
全
』
十
九
）

●「
僧
祐
天
」（『
磐
城
志
料
』
明
治
四
十
四
年
、い
わ
き
中
央
図
書
館

蔵
）

●
釋
道
契
『
續
日
本
高
僧
傳
』
明
治
三
十
九
年
（
祐
天
寺
蔵
）

﹇
普
及
本
﹈

●『
死
霊
解
脱
物
語
聞
書
』
元
禄
三
年
版
、
正
徳
二
年
版

●『
祐
天
大
僧
正
御
傳
記
』（『
祐
天
記
』『
祐
天
大
僧
正
御
一
代
記
』

と
も
記
さ
れ
る
）（
祐
天
寺
、
い
わ
き
中
央
図
書
館
、
最
勝
院
、
成

田
仏
教
図
書
館
、
大
正
大
学
複
写
蔵
な
ど
）

●『
祐
天
上
人
一
代
記
』（
祐
天
寺
蔵
）

●『
祐
天
上
人
一
代
記
』
翻
刻
『
佛
教
各
宗
高
僧
實
傳
』（
祐
天
寺
複

写
蔵
）

●
放
牛
舎
桃
林
講
演
『
成
田
利
生
記
祐
天
の
傳
』
明
治
二
十
四
年

●
松
崎
仁
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、
昭
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昭
和
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﹈
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仁
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史
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史
史
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仮
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一
九
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論
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二
十
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